
2021 年度理系チャレンジ講座（第３回）を実施しました 

８月２５日（水）に医学部看護学科の末弘 理惠先生を講

師に迎え、「生命の危機状態にある人を救う看護」というテ

ーマで、理系チャレンジ講座の第３回を実施しました。遠隔

配信した大分雄城台、大分鶴崎、安心院、日田、中津南、国

東、別府翔青、三重総合、臼杵、竹田の１０校２７７名が受

講しました。 

 末弘先生は自己紹介ののち、大学の講義がおもしろくな

るコツを教えてくれました。１点目は、なぜ、どうしてと疑

問を持ちながら考えてみること。２点目は教員の学問

観や人間観を知ることです。そして今日の目標は①生

命の危機状態にある人の状態を知る ②生命の危機

状態にある人を救う看護を考える ③「大学で学ぶこ

と」「看護学」に興味・関心を向ける の３点である

ことを提示しました。最初に生命の危機状態にある人

について受講生に対しイメージマップを使って考え

させ、DVD を視聴しながら生徒自身に深く考えさせま

した。その後、急性期について「原因、侵襲に対する

生体反応、適応のメカニズム等」を専門用語を交えな

がら分かりやすく説明していただきました。後半は、

急性期にある患者や家族への看護、クリティカルケア

看護の定義（生命を脅かす健康問題に対する人間の反

応を診断し、治癒すること）等を説明していただき、 

最 初

に挙げた３つの目標について再度振り返り、自分の考

え方の変容について確認をしました。 

 講義後のアンケート調査は、「総合的に判断して授業

がよかった」（99%「そう思う」と「どちらかといえばそ

う思う」の合計。以下同じ）、「受講生は授業に意欲的に

取り組んでいた」（100%）という結果でした。「自分でま

ず 考

え、そこから自分の気づかなかったことを話してくだ

さってとても役に立ちました。医療ケアをしながらも

患者さんとのコミュニケーションをとり患者が安心

できる看護師になりたいと思いました」という意見が

あり、将来医療従事者になりたい生徒の貴重な体験に

なりました。 


